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⾃⼰紹介
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n 所属：
慶應義塾⼤学 ⽂学部 図書館・情報学専攻 助教
n 専⾨分野：
図書館情報学、公共図書館論
n 主な関⼼：
社会的に不利な⽴場に置かれた⼈びと（移⺠・難⺠、
経済的困窮者など）と公共図書館との関係について主に研究
n 主な著書：
『越境を経験する：デンマーク公共図書館と移⺠サービス』
（松籟社, 2022）など

あらゆる⼈が無償で時間を気にせずに滞在できる

公共図書館はそもそも
ユニバーサルな（万⼈に向けた）場
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そもそも役割に多様性を包含している公共図書館
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UNESCO 公共図書館宣⾔
pUNESCO加盟国が公共図書館の本質的役割や⽬的、

運営の原則についての共通認識を表明したもの
p1949年に宣⾔
p1972年、1994年、2022年に改定
p2022年版 IFLA-UNESCO「公共図書館宣⾔」

IFLA-UNESCO「公共図書館宣⾔」(2022)
：公共図書館
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公共図書館
• 公共図書館のサービスは，年齢，⺠族性，ジェンダー，宗教，国籍，⾔語，

あるいは社会的⾝分やその他のいかなる特性を問わず，すべての⼈が平等
に利⽤できるという原則に基づいて提供される。理由は何であれ，通常の
サービスや資料の利⽤ができない⼈々，たとえば⾔語上の少数グループ
（マイノリティ），障害者，デジタル技能やコンピュータ技能が不⾜して
いる⼈，識字能⼒の低い⼈，あるいは⼊院患者や受刑者に対しては，特別
なサービスと資料が提供されなければならない。

• いかなる年齢層の⼈々もその要求に応じた資料を⾒つけ出せなければなら
ない。（以下略）

• コレクション（蔵書）およびサービスは，いかなる種類の思想的，政治的，
あるいは宗教的な検閲にも，また商業的な圧⼒にも屈してはならない。

⽇本図書館協会「IFLA-UNESCO公共図書館宣⾔ 2022年」 https://www.jla.or.jp/library/gudeline/tabid/1018/Default.aspx

1994年版から2022年版への変更点(1)

7

n 公共図書館の対象に関する記述の主な変更点

p “race”(⼈種)から“ethnicity”（⺠族性）への変更
p “sex”（性別）から“gender”（ジェンダー）への変更
p “poor digital or computer skills”（デジタル技能やコンピュータ技

能が不⾜している⼈）の追加
p “poor literacy abilities”（識字能⼒の低い⼈）の追加

IFLA-UNESCO「公共図書館宣⾔」(2022)
：公共図書館の使命
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公共図書館の使命
情報，識字，教育，包摂性，市⺠参加，および⽂化に関連
した以下の基本的使命を公共図書館サービスの核にしなけ
ればならない。これらの基本的使命を通じて，公共図書館
は持続可能な開発⽬標（SDGs）と，より公平で⼈道的な持
続できる社会の建設に貢献する。
（以下略）

⽇本図書館協会「IFLA-UNESCO公共図書館宣⾔ 2022年」 https://www.jla.or.jp/library/gudeline/tabid/1018/Default.aspx



1994年版から2022年版への変更点(2)
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n 公共図書館の使命に関する記述の主な変更点
p “inclusivity”（包摂性）や“civic participation”（市⺠参加）の追加
p 持続可能な開発⽬標（SDGs）および、持続できる社会の構築に貢献する旨の

追加

n より包摂的な表記になっている。
n デジタルディバイド（情報格差）や識字の問題にも貢献していく姿
勢を提⽰している。

n 包摂性や市⺠参加が使命に明記されている。

→ 多様な利⽤者の情報・⽂化へのアクセス保障は図書館の普遍的役割
→ ⼀層多様化する社会へ対応し、より多様な⼈びとを包摂することが
求められている。

豊橋市でのフィールドワークより
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“これ（ブックスタートで配布する絵本）はもらえますか？”

“図書館はタダで使えますか？私も使っていいですか？”

豊橋市⽴図書館ブックスタート事業の健診会場での観察調査より

ブックスタートとは
n 0歳児健診などの機会に、絵本をひらく

「体験」と「絵本」をセットでプレゼン
トする活動。

n ⾏政と市⺠が協働する⾃治体の事業とし
て、全国1128⾃治体で実施中（約65%）。

NPOブックスタート「絵本は「読めれば」楽しめる？ 
〜⺟語・⺟⽂化を尊重する意義」
https://www.bookstart.or.jp/1949/

nそもそもユニバーサルな仕組みであ
る公共図書館という存在

n真に情報・⽂化へのアクセスを必要
としている⼈から
「⾒えていない」可能性がある

どうすれば、真にニーズを持つ⼈びと
の⽣活圏において
・可視化され
・アクセシブルな場になるだろうか
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多様性の輪 (Diversity Wheel)
多様性とは重層的で多⾯的
n 1990年代にローデンとローゼナーが提唱し

た論理モデル。⼆重の円で構成される。

n 中⼼的次元（内円）：個⼈がコントロール
することができず、⽣涯を通じて⽐較的不
変である⽣来的な要素。

（年齢、⼈種、⺠族、性的指向、⾝体的能⼒
など）

n ⼆次的次元（外円）：後天的に変化しうる、
あるいは個⼈がある程度選択できる要素。
（学歴、職歴、地理的な場所、宗教、収⼊、
婚姻状況、所属組織など）

Loden, M. & Rosener, J. (1990). Workforce America!: Managing employee 
diversity as a vital resource. McGraw-Hill. 

図. ローデンの多様性の輪

IFLA多⽂化社会図書館サービス分科会
多⽂化コミュニティ 第3版
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多⽂化図書館サービスは、サービス対象である⽂化的
に多様なコミュニティと、彼らのニーズについての知
識に基づかなければならない。

この知識は、居住するコミュニティの特徴や環境を確
認することを含むコミュニティ分析と、コミュニティ
で要求され利⽤される情報とその⼊⼿可能性を研究す
ることを含むニーズ評価を⾏うことにより得られる。

IFLA, “Summary - Multicultural Communities: Guidelines for Library Services,” 
https://www.ifla.org/publications/summary-multicultural-communities-guidelines-for-library-services?og=73

Wiegand, Wayne A
（⽶国・図書館情報学者）

“利⽤者の⽣活／⼈⽣の中での図書館”
(the library in the life of the user)

（当然ながら）
図書館内にいるだけでは⾒えない、
住⺠の⽣活実態、実情がある
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Wiegand, Wayne A.『⽣活の中の図書館：⺠衆のアメリカ公⽴図書館史』[Part of our lives : a peopleʻs 
history of the American public library]川崎良孝訳,京都図書館情報学研究会 , ⽇本図書館協会, 2017, 429p.

IFLA/UNESCO多⽂化図書館宣⾔
ツールキット：コミュニティ分析(1)
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コミュニティ分析
n 収集すべきデータの種類: 
① 個⼈，コミュニティグループ，またはグループのリー

ダーから 
② 政府機関，経済・産業調査，マーケティング研究，地元

商⼯会議所，地元の団体により集められ記録されている
データ

p⼈⼝統計と社会経済的データ
p図書館が所管する区域内のコミュニティ環境の特徴
pコミュニティの情報環境 
IFLA, “IFLA/UNESCO Multicultural Library Manifesto Toolkit,” 
https://www.ifla.org/node/8977



⼈⼝統計：外国⼈⽐率の⾼い⾃治体
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「外国⼈1割超、27市区町村に 全国35万⼈増、地場産業担い⼿」共同通信, 2025-11-03 
https://news.jp/i/1357807070968201851?c=302675738515047521?c=302675738515047521

外国⼈住⺠⽐率が1割を超えた27市区町村

⼈⼝統計：東京都⼈⼝ピラミッド(2025.1.1現在)

18東京都「住⺠基本台帳による東京都の世帯と⼈⼝」https://www.metro.tokyo.lg.jp/information/press/2025/03/2025031902

東京都⼈⼝の5歳階級別⼈⼝で最も多い階級は、50〜54歳（1,125,701⼈）
外国⼈の5歳階級別⼈⼝で最も多い階級は、25〜29歳（118,573⼈）

東京都⼈⼝総数の⼈⼝ピラミッド 東京都外国⼈の⼈⼝ピラミッド

⼈⼝統計：年齢区分別外国⼈⼈⼝(2025.1.1現在)
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順位 ⾃治体名 年少⼈⼝ (0〜14歳) ⽣産年齢⼈⼝(15〜64歳) ⽼年⼈⼝ (65歳以上) 外国⼈合計

1 新宿区 2742 5.70% 43400 90.23% 1955 4.06% 48097

2 江⼾川区 6496 13.55% 39664 82.75% 1772 3.70% 47932

3 ⾜⽴区 4729 10.75% 36249 82.39% 3018 6.86% 43996

4 江東区 4916 12.43% 32651 82.53% 1994 5.04% 39561

5 板橋区 2814 7.51% 33163 88.48% 1504 4.01% 37481

6 豊島区 1690 4.65% 33682 92.63% 988 2.72% 36360

東京都 区市町村別 年齢３区分別 外国⼈⼈⼝ 上位6位

東京都「住⺠基本台帳による東京都の世帯と⼈⼝（町丁別・年齢別）/令和7年1⽉」
https://www.toukei.metro.tokyo.lg.jp/juukiy/2025/jy25000001.htm

IFLA/UNESCO「多⽂化図書館宣⾔」
ツールキット：ニーズ評価(2)

20IFLA, “IFLA/UNESCO Multicultural Library Manifesto Toolkit,” https://www.ifla.org/node/8977

ニーズ評価
n 収集すべきデータの種類: 
① 個⼈，コミュニティグループ，またはグループのリーダー

から
② 類似した集団のニーズ評価，特定の利⽤者集団の情報探索

過程の⽂化的・⾏動的側⾯の調査
p情報探索プロセスの⽂化的・⾏動的側⾯
p情報ニーズ（例：種類，形態，⾔語，⽬的）
p利⽤者の情報環境 例）就職情報、語学資料、

⼦育て、医療健康情報など

例）⼝コミ情報への信頼

メディエーター
（情報仲介者）
になる可能性有
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アクセシブルな空間作り
佐賀県⽴図書館
みんなの森

佐賀県⽴図書館「みんなの森」
https://www2.tosyo-
saga.jp/kentosyo/minnanomoritirashi

⾺場⿇理⼦「佐賀県⽴図書館
「みんなの森」開室について」
『カレントアウェアネス-E』
No. 450, 2023.01.19 
https://current.ndl.go.jp/e2568

カームダウンスペース

23佐賀県⽴図書館「誰もが⼼地よく利⽤できる空間」 https://www.tosyo-saga.jp/page_id581

nカームダウンスペース
クールダウンスペース

光や⾳などの感覚の刺激を遮断する
ことで、感覚過敏によるストレスの
軽減やパニックの回避やクールダウ
ンに使⽤できるスペース。
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アクセシブルなまちづくり
佐賀県 さがすたいる

佐賀県・県⺠環境部・県⺠協働課
さがすたいる担当「さがすたいるとは」
https://saga-style.jp/about/

社会的処⽅
薬や医療⾏為だけでなく、
地域活動や⼈とのつながり
を処⽅し、健康増進や孤
独・孤⽴の解消を⽬指す取
り組み



センサリーマップ
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東京国⽴博物館「センサリーマップ本館」
https://www.tnm.jp/modules/r_free_page/index.php?id=2588

nセンサリーマップ
視覚、聴覚、嗅覚などの五感情報を
マップに追加したもの。

nセンサリーマップの事例
海外ではさまざまな感覚特性の⼈が過
ごしやすいように、美術館や博物館、
⽔族館、動物園などで園内地図・館内
地図に五感情報が掲載されているケー
スが増えてきている。

多⾔語であいさつを掲⽰
豊島区⽴中央図書館

26写真：報告者撮影

やさしい⽇本語を⽤いた案内
豊島区⽴中央図書館
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参考
n 阿部治⼦・加藤佳代・新居みどり『図書館員のための「やさしい⽇本語」』⽇本図書館協会, 2023, 87p.
n 出⼊国在留管理庁「在留⽀援のためのやさしい⽇本語ガイドライン」

https://www.moj.go.jp/isa/support/portal/plainjapanese_guideline.htmlb
n ⽂化庁「在留⽀援のためのやさしい⽇本語ガイドラインほか」

https://www.bunka.go.jp/seisaku/kokugo_nihongo/kyoiku/92484001.html

写真：報告者撮影

ピクトグラムの活⽤
コミュニケーションボード

千葉市図書館

「コミュニケーションボード・や
さしいりようあんない」

https://www.library.city.chiba.jp/
service2/service11.html

話し⾔葉によるコミュニケーションが困難な⽅に対して、分かりやすい
イラストを指さしながら意思を伝えることができるツール。

28
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読書バリアフリー法

30

誰もが読書をできる
社会を⽬指して 

n 利⽤者が読書のカタチ
を選べるよう、多様な
形式で提供する。

⽂部科学省「読書バリアフリー法の推進について」
https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/gakusyushien/mext_01304.html

読書バリアフリー資料

31⽂部科学省「読書バリアフリー法の推進について」
https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/gakusyushien/mext_01304.html

多様なメディアの資料を利⽤者へどう伝えるか

32

同⼀タイトルが多様なメディアで展開されている資料
その存在をどう伝えていくか？

n OPAC
nデジタル資源カード
nりんごの棚
nパンフレット、ブックリスト、パスファインダー等
n利⽤者教育（講習、カウンターでの案内）
nレファレンスサービス



33

n アクセシブルな資料のコーナー
誰でも読みやすい本が配架されている

• 点字のついた本
• LLブック
• 布やスポンジでできた本
• さわって楽しむ絵本
• ⼿話絵本
• ⼤活字本 など

りんごの棚
志布志市⽴図書館

志布志市⽴図書館「りんごの棚をはじめました」
http://www.shibushicity-lib.jp/「りんごの棚」を作りました！

デジタル情報資源カード

34

東京学芸⼤学附属⽵早⼩学校 デジタル情報ナビ
宮﨑伊⾖美「デジタル情報を展⽰する」先⽣のための授業に役⽴つ学校図書館活⽤データベース
https://www2.u-gakugei.ac.jp/~schoolib_v2/htdocs/nichijoutenji.php?post_id=1380

35

忘れられていないことを実感できる書架づくり

「少数⾔語の本は1冊でもあることに意味がある」
⽶⽥雅朗 館⻑（新宿区⽴⼤久保図書館）

⽶⽥雅朗 「図書館は外国⼈住⺠のシェルターになれる：多国籍タウン・⼤久保と向き
合って」『中央公論』中央公論新社 https://chuokoron.jp/society/125067.html

資料内容の多様性

36

記述⾔語や資料形態のみでなく、
コレクションの内容へも多様性
を反映

「LGBTQ＋（多様な性）・ジェンダーフリーが描かれた絵本と児童書」
絵本ナビ
https://www.ehonnavi.net/special.asp?n=4623&srsltid=AfmBOopWc
VcdtAPIlAWsZNFktzA94VJjKyRxRTtekL7lsUZ2TsNqg1cC
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コペンハーゲン（デンマーク）、ストックホルム（スウェーデン）
ソーシャルワーカー常駐の図書館増加

p福祉サービスとの接続強化
p市⺠の⽣活課題の早期発⾒→専⾨家への接続
p 図書館員の専⾨的職務への従事
p 図書館員のバーンアウト回避

「図書館はあらゆる⼈のための場であるが、
（図書館⾃体が）あらゆることをするのではない」
ソーシャルワーカーとの連携

38
Lisbeth Overgaard Nielsen. "Biblioteket er for alle, men ikke til alt," Danmarks Biblioteker, No. 5/6, 2024.
https://db.dk/bladartikel/biblioteket-er-for-alle-men-ikke-til-alt/

多⽂化ソーシャルワーク
⼈びとが⾃⾝の⽂化と異なる環境に
移住し、⽣活することにより⽣じる
⼼理的・社会的問題に対応するソー
シャルワーク

多⽂化ソーシャルワーカーとの協⼒
愛知県

39
愛知県社会活動推進課多⽂化共⽣推進室「多⽂化ソーシャルワーカーガイドブック」
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/tabunka/0000038742.html

愛知県内における多⽂化ソーシャルワーカーネットワーク現状図

ディスレクシア⽀援協会との協⼒
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保護者交流会
n ⽂章を読む・⽂字を書くのに時間が

かかる、漢字がなかなか覚えられな
いなど、読み書きに困難を抱える⼦
をもつ保護者向けの交流会。

n ディスレクシア協会との共同開催。

名古屋市鶴舞中央図書館「読み書きが苦⼿なお⼦さんの保護者交流会」
https://www.library.city.nagoya.jp/oshirase/topics_event/entries/20250605_01.html



国際交流協会、ボランティアとの協⼒
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おやこでにほんご
n 豊中市⽴図書館で実施している外
国にルーツを持つ⺟親のための居
場所づくりの活動。

n ⼦育て中の外国⼈⼥性が⼀息つい
たり、⼦育てに関する情報を得た
り、⽇本⼈のママ友と出会える場
として約20年間活動。

n 国際交流協会が中⼼となりボラン
ティアを募り、オンラインで研修
を⾏なっている。

とよなか国際交流協会「「しょうないおやこでにほんご」
多⽂化⼦育て⽀援ボランティア養成講座」https://www.a-
atoms.info/event/detail.php?id=1885

多様なニーズを持つ家庭を対象とした各種資料を作成・提供
p点字つき絵本の⾮営利価格での提供
p 別冊ハンドブック「障害のある⽅への対応を考えるために」
p点字・拡⼤⽂字対応「ブックスタート趣旨説明資料」

p多⾔語対応絵本紹介シート
p多⾔語版 アドバイス ブックレット
p 「⾚ちゃんといっしょに はじめまして絵本」
p多⾔語対応 ブックスタート紹介シート
p多⾔語対応 あいさつポスター

NPOブックスタートとの協⼒
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多様性の輪と図書館サービス
多様性の中⼼的次元と図書館サービス

n ⼈種・⺠族：多⽂化サービスなど
n ジェンダー・性的指向：

LGBTQ+へのサービス
n ⾝体的能⼒：障害者サービス
n 年齢：⾼齢者サービスなど
サービスの枠を超えた包括的概念：
読書バリアフリー
図書館のアクセシビリティLoden, M. & Rosener, J. (1990). Workforce America!: Managing 

employee diversity as a vital resource. McGraw-Hill. 

図. ローデンの多様性の輪（再掲）



交差性と公共図書館サービス
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n 従来の⽇本におけるサービス区分の中では対応しきれない
現実がある。

参考）国⽴障害者リハビリテーションセンター「「外国にルーツをもつ障害
児とその家族への⽀援状況等に関する調査」結果報告書」
https://www.rehab.go.jp/application/files/6415/8329/7841/1f63bd41cda006a20a8439467a14aa26.pdf

インターセクショナリティ（交差性）
⼈種、階級、ジェンダー、セクシュアリティ、国籍、世代、
アビリティなどのカテゴリーがそれぞれ別個ではなく、相互
に関係し、⼈びとの経験を形づくっていることを⽰す概念。
より広く包摂性を持った視点で交差性を考慮した図書館
サービスの提供の仕⽅を⾒直す必要がある。

⼟屋和代・井坂理穂『インターセクショナリティ：現代世界を織りなす⼒学』東京⼤学出版会, 2024.

アドボカシー：誰に向かってどう伝えるか
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NGO・NPO議会対応他部署への説明

公共図書館

アドボカシー
社会的弱者など、意⾒や権利
を表明が困難な⼈びとのため
に、代わりに声を上げたり、
⽀援の必要性を主張したりす
る活動全般

相⼿によって響く⾔葉・表現
は必ずしも⼀様ではない

おわりに
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n 多様性への配慮は、追加的なものと別個に捉えられやすい
が、多様な⽂化の尊重という公共図書館の本質を体現した
ものである。

n 公共図書館はミッションステートメントや施設設備、資料、
図書館プログラムなどにコミュニティの多様性を反映させ
ることを通して多様性への尊重を社会に働きかけていくこ
とができる。

n 働きかけの際、従来のサービスの枠組みが必ずしも有効と
は限らない。働きかける相⼿や⽂脈に応じたアドボカシー
が必要となる。


